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◇
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
先
生
に
し
か
ら
れ
ま
す
よ
。
そ
ん
な
◇

◇
た
べ
か
た
を
す
る
と
友
だ
ち
に
笑
わ
れ
ま
す
よ
：
：
：
。
こ
う
い
◇

◇
う
注
意
の
仕
方
は
、
先
生
や
友
だ
ち
を
一
」
わ
い
も
の
と
思
い
こ
◇

◇
ま
せ
ま
す
。
・
・
・
．
：
…
…
・
・
…
：
．
…
…
．
：
・
・
…
．
：
・
・
・
；
・
…
…
：
…
…
◇

◇
な
か
の
よ
い
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
る
よ
。
先
生
は
い
ろ
◇

◇
い
ろ
教
え
て
く
れ
る
し
、
し
っ
か
り
勉
強
す
る
と
ほ
め
て
く
れ
◇

◇
る
よ
・
と
、
で
き
る
だ
け
鼬
し
章
淀
も
つ
よ
う
に
し
た
い
も
の
◇

◇
で
す
。
…
…
・
…
：
…
…
：
・
・
：
．
…
．
：
：
；
．
．
…
…
…
・
・
：
…
…
・
…
◇

し
よ
う
。
そ
れ
に
は
、
家
の
方

が
、
よ
い
話
相
手
に
な
っ
て
、

返
事
の
で
き
る
子

思
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
い
え

し
つ
け
の
才
一
歩
は
〈
イ
の
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
と
思
い

返
事
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
ま
す
。

垈
蕊
謝
紗
藤
堂
城
斗
》
辮
灘
蝋
灘
譲

る
子
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い

ま
す
。「

ぼ
う
や
」
「
○
○
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
呼
び
方
卿
や
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
か
ら
正
し

く
名
ま
え
を
よ
ぶ
よ
う
に
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

思
っ
た
こ
と
を
は

っ
き
り
い
え
る
子

自
分
の
も
ち
も
の
が
ど
こ
か

へ
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
便
所
へ

い
き
た
く
な
っ
た
。
な
ど
と
い

ろ
い
ろ
の
こ
と
が
お
こ
り
ま
す

ち
ょ
っ
と
し
た
失
敗
が
学
校
生

活
を
い
や
に
さ
せ
て
し
ま
い
ま

す
。

困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
そ
れ
が

い
え
る
習
慣
を
つ
け
て
お
き
ま

も
う
す
ぐ
入
学

お
子
さ
ん
に
こ
ん
な
し
つ
け
を

入

名
前
が
読
め
た
り

書
け
た
り
す
る

お
お
ぜ
い
の
友
だ
ち
と
い
っ

し
ょ
に
生
活
し
ま
す
。
自
分
の

も
ち
も
の
座
席
な
ど
を
ま
ち
が

え
な
い
た
め
に
ど
う
し
て
も
必

要
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
ひ
ら

が
な
だ
け
で
結
構
で
す
。

ま
た
、
入
学
し
て
か
ら
本
が

読
め
な
く
て
は
、
字
が
害
け
な

く
て
は
と
心
配
し
て
、
む
り
に

字
を
読
ま
せ
た
り
書
か
せ
た
り

洋
服
を

着
た
り
脱

い
だ
り
す

る
こ
と
、

道
具
の
出

入
れ
・
自

分
の
も
ち

も
の
の
整

理
な
ど
、

自
分
の
こ

と
は
自
分

で
で
き
る

よ
う
に
し

す
る
必
要

は
あ
り
ま

せ
ん
。

自
分
の
こ

と
は
自
分

で
で
き
る

子
に

永
久
選
挙
人
名
接
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
有
権
者
の
方
は
、

必
ず
登
録
の
申
出
を
昭
和
四
十

二
年
三
月
一
日
ま
で
に
し
ま
し

、
ｒ
《
》
ｈ
ノ
。登

録
さ
れ
る
人

１
、
日
本
国
民
で
昭
和
四
十
二

年
三
月
一
日
で
満
二
十
才
以

上
（
昭
和
二
十
二
年
三
月
二

日
以
前
に
生
れ
た
人
）

２
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
一
日

現
在
で
引
続
き
、
三
ヵ
月
以

上
（
昭
和
四
十
一
年
十
二
月

一
日
以
前
）
高
萩
市
の
区
域

内
に
居
住
し
て
い
る
人
。

３
、
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い

人
。

注
意
：
．
：
．
永
久
選
挙
人
名
接
は

本
人
の
申
出
に
よ
っ
て
登
録
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
新
ら
し
く
有
権
者
に

な
っ
た
人
や
、
他
の
市
町
村
か

て
お
き
ま
し
ょ
う
親
が
手
助
け

し
た
り
例
外
を
認
め
た
り
す
る

と
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
。

道
順
な
ど
を
お
し

え
る

小
学
校
へ
入
学
し
て
心
配
の

一
つ
は
交
通
事
故
で
す
。
毎
年

入
学
児
童
が
自
動
車
に
は
ね
ら

れ
る
事
故
が
お
き
て
い
ま
す
。

学
校
へ
い
く
道
の
交
通
量
や

永
久
選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

３
月
１
日
ま
で
に
必
ず
／

ら
転
入
し
て
き
た
人
は
、
登
録

の
申
出
を
必
ず
し
て
下
さ
い
。

名
簿
を
見
て
下
さ
い

で
き
あ
が
っ
た
選
挙
人
名
接

は
有
権
者
の
方
に
確
認
し
て
も

ら
う
た
め
に
、
三
月
十
一
日
か

ら
三
月
二
十
日
ま
で
の
問
に
市

役
所
で
お
見
せ
し
ま
す
か
ら
ご

遠
慮
な
く
ご
ら
ん
下
さ
い
。

／
・
・
…
。
：
…
；
．
．
…
・
・
…
：
…
：
、

横
断
歩
道
の
よ
弓
す
な
ど
よ
く

調
べ
て
、
安
全
な
通
学
の
道
順

を
き
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

、

病
気
は
治
療
す
る

健
康
診
断
の
結
果
、
悪
い
と

い
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
早
く
治
療

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
か
ら

だ
が
悪
い
と
学
校
が
き
ら
い
に

な
り
ま
す
。

ま
た
勉
強
も
お
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

固
定
資
産
課
税

で
台
帳
を
三
月
一

潅
轄
》
》
浄
峠
醍
蹄

を
助
峰
蠣
旧
群
距
離

産
帳
剛
斜
莞
軸
噸
唖
曄

資
台
ｓ
和
四
十
二
年
度

定
税
固
定
資
産
税
を

固
課
畷
感
討
霊
嶢
酵

縦
覧
で
す
。

／
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(2）市報 た か は き昭和42年2月2○日発行

12月定 例 市議会 12月に開かれた才4 1n1定例

市議会で40年度一般、特別会

計の決算が認.定されました。

決算は、桑なさんのご家庭

と同じように、 まず歳入（|主

いる金）を予定し、いろいろ

の事業や支IIIを計算して3ノJ

に年間の予算を作ります。こ

の当初予算が4億3175万5千円

でしたがその後の追加更正で

総額4(捜425万5千円とし、う大
きな予算になりました

この5ち歳入（はいった

金〕が4帷7241万5千円で歳出

が4位6062万5千余円です。残
った金が1 171刀9千余円です
いわ↓ L'るこれだけが黒字にな

り41年度に繰り越したわけで
十へ

のように使われ

ま し た

＝

k一

昭和40年度決算のあらまし

uノ

お
も
な
歳
出
の
内
訳
を
ゑ
て

ゑ
ま
す
る
と
、
当
市
は
な
ん
と

い
っ
て
も
民
生
費
が
一
番
多
く

そ
の
う
ち
の
生
活
保
護
費
の
扶

助
費
で
す
。

以
下
款
ご
と
に
染
て
み
ま
し

￥
全
戸
「
ノ
。

▼
議
会
費
Ⅱ
Ⅱ
議
員
報
酬
が
主

で
一
千
五
百
四
八
万
九
千
円

▼
総
務
費
Ｉ
Ⅱ
六
千
八
百
六
万

九
千
円
、
う
ち
市
有
林
九
町
歩

の
植
林
代
百
二
十
七
万
円
、
窓

口
事
務
の
一
本
化
に
よ
る
備
品

購
入
代
百
三
十
万
円
な
ど
が
含

ま
れ
て
あ
り
ま
ず
。

▼
民
生
費
Ⅱ
Ⅱ
市
で
使
っ
た
お

金
の
二
八
％
に
当
る
一
億
三
百

九
万
九
千
円
で
す
。
こ
の
う
ち

生
活
保
護
費
に
八
千
百
四
二
万

円
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

▼
衛
生
費
Ⅱ
Ⅱ
各
繩
負
担
金
が

大
き
く
高
萩
市
及
十
王
町
衛
生

組
合
隔
離
病
舎
負
扣
金
百
八
四

万
円
、
高
萩
巾
及
十
王
町
術
生

組
合
の
し
尿
処
理
費
負
担
金
一

千
四
百
八
一
万
円
、
合
計
三
千

三
百
九
二
万
門
。

▼
労
仙
費
Ｉ
Ⅱ
一
般
失
業
対
策

調
業
觜
に
使
わ
れ
三
千
二
百
四

一
刀
Ｈ
の
う
ち
失
業
対
策
事
業

に
二
千
六
百
四
六
万
円
が
主
で

百
二
一
万

す
ゞ
…

▼
農
林
水
曄 歳出

IllⅢ1111ⅡⅢⅢⅢIIⅢ1

坐
ひ
交
付
金
と
し
て
六
百

下
円
、
負
担
余
補

宜
川
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ 四

億
六
千
六
九
万
五
千
余
円

一

千

四

六
六
万
円
、
特
殊
林
産
物
、
こ

ん
に
や
く
販
売
改
善
資
令
償
還

元
金
及
利
子
代
に
二
百
一
九
万

円
、
黒
牛
導
入
償
還
金
利
子
及

び
割
引
料
三
百
九
二
万
円
、
宮

後
老
朽
溜
池
補
強
工
事
等
に
二

百
七
六
万
円
、
商
工
費
に
五
百

二
九
万
円
。

▼
土
木
費
Ⅱ
Ⅱ
七
千
七
百
十
六

万
一
千
円
、
主
な
る
も
の
に
道

路
橋
梁
費
一
千
二
百
一
九
万
円

住
宅
費
の
市
営
住
宅
二
十
戸
分

一
千
三
百
七
一
万
円
、
分
譲
住

宅
建
設
費
に
一
千
九
百
六
三
万

円
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
消
防
微
Ⅱ
Ⅱ
消
防
力
の
強
化

特
別
会
計
も

黒
字
に
Ⅷ

特
別
会
計
は
国
民
健
康
保
険

と
畜
場
の
二
会
計
で
歳
入
の
総

額
が
五
千
五
百
五
三
万
六
千
円

と
な
り
、
峨
出
が
五
千
三
百
一

九
刀
二
千
余
円
と
な
り
差
引
額

が
国
保
会
計
で
百
六
三
万
余
円

と
畜
場
会
計
で
七
一
刀
二
千
余

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
の
市
民
一
人

当
り
納
入
額
は

五
三
六
円

市
税
は
、
市
民
一
人
当
り
に

し
た
ら
い
く
ら
ぐ
ら
い
に
な
る

で
し
よ
ら
か
。
酬
年
３
月
訓
日

充
実
に
一
千
四
百
四
八
万
円
。

▼
教
育
費
Ⅱ
Ⅱ
五
千
七
百
三
三

万
六
千
円
、
う
ち
小
学
校
費
に

二
千
四
百
一
二
万
三
千
円
、
中

学
校
費
に
一
千
三
百
三
八
万
五

千
円
、
県
立
高
萩
工
業
高
校
建

設
負
担
金
五
百
万
円
等
に
使
わ

れ
ま
し
た
。

▼
災
害
復
旧
費
Ⅱ
Ⅱ
農
林
施
設

の
復
旧
費
に
七
七
万
六
千
円
、

公
共
土
木
施
設
復
旧
費
に
二
百

六
二
万
七
千
円
。

▼
公
債
費
Ⅱ
Ⅱ
一
千
五
百
八
十

万
二
千
円
。

以
上
で
支
出
済
合
計
は
四
億

六
千
六
九
万
五
千
円
と
な
り
ま

し
た
。た

ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
よ
う

四
十
年
度
中
に
「
タ
バ
コ
消

費
税
」
と
し
て
市
に
納
め
ら
れ

た
額
は
、
な
ん
と
二
千
二
百
万

円
、
市
税
の
中
で
、
市
民
税
、

固
定
資
産
税
に
つ
ぐ
大
き
な
収

入
洲
で
す
。

そ
こ
で
〃
た
ば
こ
は
ぜ
ひ
市

内
で
買
い
ま
し
ょ
う
〃

現
在
の
人
口
３
万
２
千
５
百
門

人
で
す
か
ら
一
人
当
た
り
の
市

税
の
割
合
は
５
百
詑
円
に
な
り

ま
す
。市

税
の
収
入
済
瀬
は
１
億
７

千
４
百
的
万
２
千
余
Ｈ

出

蕊f鶴二
＃']しし，

昭
和
四
十
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
額
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戸／4
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(3) 市報 た か は き 昭和42年2月2○日発行

例
年
二
月
か
ら
三
月
は
、
空

気
が
非
常
に
乾
燥
し
、
そ
の
上

早
春
の
突
風
、
が
吹
く
季
節
に
入

り
ま
す
の
で
、
今
国
的
に
「
大

火
シ
ー
ズ
ン
」
ル
云
わ
れ
て
い

ま
す
。

昨
年
本
市
に
お
い
て
も
、
こ

の
月
に
は
中
央
劇
場
の
火
挺
等

建
物
火
災
が
六
件
、
｜
月
の
和

野
山
林
の
大
火
に
引
続
き
山
林

火
災
が
五
件
、
そ
の
他
の
火
災

一
件
が
発
生
し
て
お
ｎ
、
そ
の

損
害
額
は
一
、
二
七
一
へ
・
刀
五
、

○
○
○
円
で
年
間
相
害
額
の
六

九
％
弱
に
当
る
蝿
害
を
出
し
て

お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
消
脚
と
し
て
は
、

こ
の
両
月
の
火
災
予
防
を
重
点

に
防
火
宣
伝
と
警
戒
方
行
司
ほ

か
、
二
月
二
十
八
日
か
ら
三
月

十
三
日
ま
で
「
全
国
火
災
予
防

運
Ⅷ
」
が
行
わ
れ
主
す
の
で
市

民
帥
皆
様
の
特
島
の
ご
関
心
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
わ
け
で

す
が
、
こ
の
際
こ
家
庭
や
職
場

の
皆
様
に
は
、
各
家
庭
や
各
職

場
ご
と
に
「
防
火
責
任
者
」
を

き
め
て
い
た
だ
き
、
つ
ぎ
の
こ

と
に
つ
い
て
ご
協
刀
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

囮
毎
月
七
日
を
「
火
災
予
防
の

日
」
と
し
て
、
こ
の
日
に
は

つ
ぎ
の
こ
と
を
案
行
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

|l l l l lHl Il l l Il 1 1 11 1 111IllIl l Il l Il l l ll

大
火
の
多
い
季
節
で
す

毎
月
七
日
火
災
予
防
の
日

退
転
団
員
、
永
年
勤
続
団
員
に

そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
贈
る

恒
例
の
高
萩
市
消
防
出
そ
め
奮
斗
く
だ
さ
る
、
全
隊

式
は
、
一
月
十
日
有
明
町
の
駅
員
の
お
か
げ
で
市
民
は

東
よ
り
海
岸
へ
通
ず
ろ
道
路
で
罐
都
批
迂
梅
弔
鈎
崔
挙

行
わ
れ
ま
し
た
・

隊
員
に
た
い
し
て
感
謝

眼
知
事
代
理
を
は
じ
め
、
来
と
激
励
の
こ
と
ば
が
述

賓
多
数
の
見
守
る
な
か
で
、
わ
く
ら
れ
ま
し
た
と
の
日

が
高
萩
市
の
ま
も
り
と
し
て
、
退
職
団
員
、
永
年
勧
続

轄
然
た
る
姿
を
ひ
ろ
う
し
交
し
団
員
に
顯
謝
状
臆
び
記

念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た

た
・

人
員
服
装
、
機
械
器
具
点
検
嘩
癖
崖
坤
雄
函
雑
嘩
次

消
防
署
員
の
棋
範
操
法
が
行
わ
「
退
職
昌
団
」

田
所
幸
男
、
川
内
正

れ
、
続
い
て
安
村
市
長
は
「
わ

寿
、
沼
田
子
之
吉
、

が
身
を
危
険
に
さ
ら
》
て
ま
で
沼
田
敏
雄
、
岩
間
保

四
、
マ
ッ
チ
詞
ラ
イ
タ
ー
等
は

幼
児
の
手
の
と
ど
か
な
い
と

こ
ろ
に
保
管
す
る

五
、
火
災
の
場
合
の
消
火
方
法

非
常
持
ち
出
し
、
避
難
に
つ

い
て
家
族
、
職
場
で
よ
く
話

一
、
石
油
コ
ン
弓
ス
ト
ー
ブ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
火
気
を
使

用
す
る
器
具
の
点
検
を
す
る

二
、
電
気
器
具
の
配
線
を
検
査

し
、
ろ
う
竃
に
よ
る
火
災
を

予
防
す
る

三
、
ふ
ろ
場
や
か
ま
ど
の
周
辺

を
薬
頓
し
、
煙
突
掃
除
を
す

消
防
出
そ
め
式
盛
大
に

｜

’

Ｌ
合
う

囹
毎
日
午
后
十
時
を
「
消
防
の

時
間
」
と
し
て
、
お
や
す
み

前
に
、
も
う
一
度
火
の
も
と

を
点
検
す
る
。

「
出
る
と
き
寝
る
と
き
、

火
の
始
末
」

囹
火
災
の
と
き
は
、
す
ぐ
一
一

九
（
火
災
専
用
電
話
）
二
二

五
八
（
市
内
電
話
）
有
線
放

送
で
「
消
防
署
」
に
連
絡
す
る

「
早
い
通
報
、
早
い
消
火
」

圏
火
災
警
報
が
で
た
ら
、
火
の

使
用
に
つ
い
て
十
分
ご
注
意

下
さ
い
。
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益
、
鈴
木
操
、
飯
利
光
男
、

佐
川
秀
吉
、
松
本
健
一
郎
、

佐
藤
敬
、
豊
田
宏
、
飯
田
酉

三
郎
、
茂
木
正
光
、
大
部
繁

神
永
文
男
、
今
川
博
、
鈴
木

昭
文
、
大
森
朝
夫
、
沼
田
守

正
佐
藤
光
男
、
作
山
精
一

「
永
年
勤
続
団
員
」

神
長
昭
、
柴
田
文
美
、
柴
田

一
美
、
石
勝
一
、
柴
田
香
、

神
永
文
夫
、
浅
川
隆
夫
、
柴

田
光
一
、
鈴
木
勇
、
山
田
猛

堀
田
利
忠
、
大
部
昭
雄
、
小

野
瀬
孝
之
、
大
部
広
雄
、
神

保
一
郎
、
沼
田
貢
、
菊
地
薫

黒
沢
豊
、
渡
辺
守
衛
、
芳
賀

健
太
郎
、
高
野
三
蔵
、
金
沢

道
夫

「
消
防
功
績
団
体
表
彰
」

高
萩
市
消
防
団
才
十
一
分
団

「
感
謝
状
」

山
崎
英

I
識

料中
咄

寺
晶

1 期限は3月15日
且｡竜ﾛ､ j聾., ▽乳

誇職刑
. ..箔~弓『穿.､烈

聯I ' ‐'1‐

に1
． ．.ｳ：霞税

2審畠2%弘・ 学
_三ミーヱ守琴琴

日 時 間 場月 Fﾘ1.

務 課瓢蓄職弓|前‘ 30～后5．30 市 役 所 税

旧上君田出月
火

日
日

０
１

２
２

月
月

２

２

所
舘

三
又別
一
民

若栗公民舘10.00～ qnrU■Uし

｜

I’ 横川公民舘

中戸川公民舘

下君田公〃 〃

今
年
も
住
民
税
の
申
告
時
期

が
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
四
十
二
年
度
か
ら
の
申

告
は
、
申
告
制
度
を
簡
素
合
理

化
す
る
た
め
所
得
税
の
確
定
申

告
を
提
出
す
る
納
税
者
は
、
個

人
事
業
税
、
お
よ
び
個
人
住
民

税
の
申
告
は
し
な
く
て
も
よ
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

個
人
事
業
税
ま
た
は
個
人
住

民
税
の
申
告
義
務
の
あ
る
人
で

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い

納
税
者
は
、
い
空
ま
で
ど
お
り

個
人
事
業
税
の
申
告
に
つ
い
て

は
県
税
事
務
所
へ
個
人
住
民
税

の
申
告
に
つ
い
て
は
市
役
所
へ

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

申
告
受
付
は
二
月
二
十
日
よ

り
開
始
さ
れ
、
託
す
。

巾
背
期
限
に
つ
い
《
て
は
三

月
十
五
日
（
従
前
は
三
月
二
十

日
）
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
申

告
指
導
並
び
に
取
り
ま
と
め
は

右
の
日
程
で
行
な
い
ま
す
。

水
木

日
日

大能公民 舘2月22日 〃 〃

’ 〃 〃 上手綱関口公民舘上手綱北組公民舘I2月23

2月24日金 〃 〃 上手綱南組公民舘下手綱下組公民舘
月

一

火

高戸漁協組合事務所下手綱下組公民舘2月27日 〃 〃

｜
名月28 1ヨ 秋山下公民舘島名公民舘″

〃
〃
″ 山手公民舘|秋山中公民舘3月 1 日水

3月 2日 オ 安良川公民舘（安良川、石滝地区）〃 〃

金 〃 消防団第2分団詰所（駅東地区）3月 3日

－465
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一

一
ｉ
ｆ

へ

》
貸
付
の
目
的
武
金
の
涜
付
Ⅸ

一
け
を
行
一
、
い
う
こ
と
に
よ
胡
、
の
旧

一
経
済
的
目
立
の
助
成
と
、
牛
に
○
十

い
て
は
市
役
所
で
指
導
し
て
い

ま
す
、
ま
た
摘
求
書
等
の
朋
級

も
用
意
し
て
あ
り
、
藍
す
か
ら
、

未
提
出
の
方
は
、
至
急
捉
川
し

農
地
改
革
で
、

口
Ｈ
》

農
地
を
買
収
さ
れ

１
１
－
た
方
に
支
給
さ
れ

三
森
帳
“
認
繩
確
幽

３月剛
一
言
翫
煽
一
群

求
一
交
毎
塊
し
て

帰
弓
縦
醗
榊
吋

ジ

金
》
て
く
だ
さ
い
．
剃

普
貝
一
隈
ま
で
に
ゃ
荊
求

洲
一
碓
織
謝
鋪

鐸

柑
四
一
を
放
艇
し
た
こ
と

Ｉ
１
１
少
、

曲
辰
》
詐
塞
榊
〆
｜
榊
越
》

ん
。
手
続
等
に
つ

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
ｎ
離
溶
し
て
現
在
薪
婚
し
て
い
婚
に
よ
ら
な
世
。
↑
母
と
な

し
て
お
り
ま
す
○
だ
い
人
り
現
在
結
婚
し
て
い
な
い
人

○
父
母
の
い
な
い
児
童

又
父
付
の
な
い
児
茄
に
対
○
夫
の
生
牝
が
は
っ
き
り
し
と

３
、
貸
付
の
内
容

し
資
金
疵
付
け
を
行
な
い
、
い
な
い
人

独
立
月
活
の
促
進
を
は
か
り
○
夫
か
ら
遺
曜
さ
れ
て
い
る
人
蓋
謝
皿
輌
餅
薇
纒
鍬
幟
旅
誰

主
す
。
○
夫
、
が
沌
外
に
あ
り
た
め
そ
の
会
係
へ
お
た
ず
れ
く
だ
さ
い

哩
吻
Ｋ
ｊ
財
叫
び
別
小
釉
１
１
過
″
１
４
町
ｌ
叩

１
も
可

、
４
口
唖
Ⅵ
西
、
ご
砧
、
凸
、
、
、
〆
、
ｉ
ｎ
Ⅱ
功
ｊ
罰
削
、
ぐ
り
１
叩
ｆ
Ｆ
ｌ
ｊ
ｆ
恥
ｆ
胸
Ｊ
説
師
、
血
珈
§
Ｉ
Ｆ
抑
ｆ
塀
，
、
／
、
Ｉ
４
ｆ
〃
地
く
馴
噌
刀
Ｌ
ジ
ー
く
げ
ソ
疋
〆
稲
ｑ
剛
く
ず
秘
’
〃
恥
く
〃
ｌ
〃
Ｉ
ｆ
ｙ
４
沙
４
ル
ー
砂
じ
ぃ
ｊ
恥
§
Ｐ
４
丁
ザ
ル
β

祇
誰
廼
制
升

し
て
い

｝
○
旧
し
立
里

、
福
祉

堤
」
〆
皇

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
請
求
に
伴
な
う
知
事
の

認
定
通
知
書
を
受
け
と
り
、
水

戸
財
務
部
か
ら
国
債
通
知
書
を

受
け
た
方
は
、
指
定
さ
れ
た
日

本
銀
行
代
理
店
で
国
債
を
受
け

と
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
矛
一
回
の
償
遠
目
が

き
て
い
ま
す
か
ら
、
国
憤
受
領

者
は
、
指
定
の
銀
行
、
郵
便
局

で
現
金
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。つ

試
哉
期
日
３
月
羽
日
（
木
）

か
ら
距
日
（
土
）
ま
で
の
３

日
Ⅷ
刷

○
試
験
場
県
立
保
育
専
門

学
校
（
水
戸
市
新
原
町
）

。
受
雌
願
書
受
付
期
側
お
よ
び

提
出
先
は

⑪
受
付
期
間
２
月
旧
日
か
ら

３
凡
６
ｕ
ま
で

２
，
対
象
者
は

次
し
よ
う
な
人
が
訓
才
未
満

の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
壯
帯

Ｕ
火
と
死
別
後
も
結
峨
し

て
い

な
い
人

I 茨
城
県
保
母
試
験
の
案
内
山
梨
県
足
和
田
村
へ
：
：
：

旧
万
４
千
百
〃
円

扶
養
を
う
け
ら
れ
な
い
人

○
夫
一
か
精
岬
又
は
身
体
の
障

害
で
長
く
Ⅲ
け
な
い
人

○
夫
が
法
令
で
長
く
こ
う
き

ん
（
拘
置
所
）
さ
れ
て
い

る
た
め
扶
斐
を
う
け
ら
れ

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ｌ
各
種
募
金
の
結
果
報
告
ｌ

共
同
募
金
、
歳
末
助
け
合
い
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

等
の
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
◎
共
同
募
金
別
万
２
千
９
百

は
、
毎
年
市
民
の
熟
な
さ
ん
の
蛆
円

暖
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
達
成
率
百
８
％

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
◎
歳
末
助
け
合
い
訓
万
７
千

今
度
も
次
の
よ
う
な
優
秀
な
９
百
帥
円

成
績
で
目
標
額
を
達
成
す
る
こ
◎
災
害
義
援
金
兜
万
４
千
百

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
市
報
を
Ｔ
円
Ｔ
円

②
提
出
先
茨
城
県
民
生
部

母
子
福
祉
邦
（
水
戸
市
三
の

丸
県
庁
内
）

③
保
母
試
験
受
験
願
書
県
庁

母
子
福
祉
課
へ
請
求
の
こ
と

な
お
愛
肱
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
市
福
祉
郡
務
所

社
会
係
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

い
。

○人な
獣！．: L,J 1k I

｝

裳立つ若．盾年
に
一
回
は

検
診
を
Ⅷ

働
き
盛
り
に
多
い
成
人
病

呂
古
島
へ
．
．
：
・
加
万
円

ミ
表
は
明
る
い

一一
陽
ざ
し
ば
か
、

て
は
な
し

風
の
日
も
雷
の
日

も
あ
る

元
気
で
い
一
一
一
う

や

い
も
乏
し
い
の
で
、
ま

た
戦
後
の
急
激
な
寿
命
の
伸
び

か
た
を
考
え
て
、
社
会
保
障
制

度
の
充
実
に
よ
り
国
民
年
金
制

度
が
誕
生
し
た
わ
け
で
す
。

誰
れ
で
も
ど
こ
に
住
ん
で
い

て
も
、
ど
れ
か
の
年
金
制
度
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
皆
年
金
時
代
」
で
す
。

以
下
老
令
年
金
に
つ
い
て
の

あ
ら
ま
し
を
お
話
し
て
ゑ
ま
し

よ
ジ
ブ
。

度
（
厚
生
年
金
、
各
種

合
等
）
が
加
入
の
〃
動

だ
け
を
対
象
と
し
た
年

金
制
度
で
し
た
。

〃
勤
め
人
は
年
金
が

つ
い
て
よ
い
な
ア
ー
〃

と
恨
む
こ
と
も
耳
に
し

ま
し
た
が
、
昭
和
三
六

年
四
月
一
日
よ
り
「
国

民
年
金
（
拠
出
年
金
）

」
が
発
足
し
ま
し
た
。

農
林
漁
業
等
に
従
事

し
て
い
る
自
営
業
者
、

ま
た
は
そ
こ
に
働
い
て

い
る
人
は
年
金
制
度
か

ら
取
残
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

こ
の
よ
う
な
人
麦
こ

そ
日
交
の
生
活
も
苦
し

く
、
ふ
だ
ん
の
た
く
わ

老
後
の
生
活
安
定

こ
れ
は
国
民
だ
れ
し
も
の
願
い

で
あ
り
ま
す
。

「
老
後
の
所
得
が
保
障
さ
れ

る
」
こ
と
が
国
民
年
金
の
中
心

を
な
す
老
令
年
金
で
す
。

い
ま
ま
で
は
被
用
者
年
金
制

度
（
厚
生
年
金
、
各
種
共
済
組

合
等
）
が
加
入
の
〃
勤
め
人
〃

I弓の

強
制
加
入
被
保
険
者

如
才
以
上
印
才
未
満
の
人
で

被
用
者
年
金
制
度
（
厚
生
年
金

各
種
共
済
組
合
等
）
の
加
入
者

そ
の
配
偶
者
、
年
金
受
給
者
、

高
校
生
、
大
学
生
な
ど
は
除
か

れ
ま
す
が
、
農
林
漁
業
、
自
営

業
者
な
ど
、
な
ん
の
年
金
制
度

に
も
加
入
し
て
い
な
い
人
は
強

加
入
者
が
約
一
千
人
お

り
ま
す
。

◎
保
険
料
が
一
月
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

被
保
険
者
が
保
険
料
を
年
令

に
応
じ
て
拠
出
し
、
そ
の
保
険

料
と
国
が
半
額
を
負
担
し
て
積

立
て
ら
れ
、
そ
の
積
立
金
か
ら

給
付
さ
れ
ま
す
。

積
立
金
の
一
部
は
福
祉
向
上

の
た
め
に
市
民
会
舘
、
保
育
所

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
融
資
さ
れ

て
い
ま
す
、
当
市
で
は
花
貫
衛

生
セ
ン
タ
ー
に
融
資
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

三
五
才
未
満
月
二
○
○
円

三
五
才
以
上
月
二
五
○
円

（
つ
づ
く
）

その 1

制
的
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
強

制
被
保
険
者
と
呼
ん
で

お
り
ま
す
。

任
意
加
入

被
保
険
者

と
は
被
用
者
年
金
制
度

（
厚
生
年
金
、
各
種
共

済
組
合
等
）
加
入
者
の

配
偶
者
、
年
金
受
給
資

格
そ
の
配
偶
者
、
学
生

な
ど
本
人
か
ら
希
望
し

て
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
王
す
。
こ
の
人
み
へ
を

任
意
加
入
被
保
険
者
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

市
内
に
は
こ
の
任
意

加
入
者
が
約
一
千
人
お

○

料
が
一
月
か
ら
引
き
上

れ
ま
し
た
。

険
者
が
保
険
料
を
年
令

て
拠
出
し
、
そ
の
保
険

が
半
額
を
負
担
し
て
積

れ
、
そ
の
積
立
金
か
ら

れ
ま
す
。

金
の
一
部
は
福
祉
向
上

に
市
民
会
舘
、
保
育
所

ｌ
ム
な
ど
に
融
資
ざ
れ

す
、
当
市
で
は
花
貫
衛

タ
ー
に
融
資
さ
れ
て
お

－466－


